
NPO法人キャンサーリボンズの主な活動
(2008～2021年)
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2008年の発足以来、がんサバイバー、がんを治療する様々な領域の専門医、精神腫瘍医、産業医などの医師、

看護師、薬剤師、理学療法士、管理栄養士、生活シーンの専門家、企業などが協働しています。
「がん治療と生活をつなぐ」というコンセプトのもと、下記の3つを柱として活動しています。

①がん支えあい啓発活動

②がん情報とケア体験の場「リボンズハウス」づくりとネットワーク化
③テーマ別のコンテンツ開発と発信です。

医療者への情報提供やセミナー等を通じたサポートや、医療の専門家以外の人材育成などにも取り組んでいます。



1．がん情報とケア体験の場「リボンズハウス」

◆リボンズハウス・ネットワーク

NPO法人キャンサーリボンズが目指す「がん治療と生活をつなぐ」場づくりに

賛同し、現在21か所の医療機関や患者会などが、リボンズハウス・ネット

ワークに参加しています（2022年4月現在、参加を検討中の医療機関

あり）。ピアサポーター、医師、看護師、MSW、公認心理師などが活動

しています。

年に１回、「リボンズハウスネットワーク」会議を開催し、お互いの活動報告

や情報交換をしています。

また、2021年のオンライン「がんの治療と暮らしフェア」では、企画・運営を

担う実行委員会に７か所のリボンズハウスが参加、メンバーは、プログラム

づくりや企業も交えた生活支援のための情報交換会への参加し、セッション

での講師やパネリストもつとめました。それ以外の多くリボンズハウスにも

ご協力いただきました。

今後、地域で暮らす当事者やご家族、周囲の人が、緩やかに集うリボンズ

ハウスのような場の必要性はますます高まると考えられます。

特に、一人暮らしの人への支援は今後の課題です。
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◆グループカウンセリング

2．キャンサーリボンズの土台「こころのケア」の新しい形

NPO法人キャンサーリボンズ発足と同時に、故丸田俊彦理事によるグループカウンセリング

がスタートしました。（丸田俊彦理事は、米国メイヨ・クリニックで、長くがん患者さんの心の

ケアに携わってきた腫瘍精神科医。帰国後、キャンサーリボンズに参画）

精神に不調をきたした場合のケアではなく、がんを抱えながら「自分らしく生きるとは？」「自分

にとって少しでも心地よい生活とは？」を再発見するための気づきの場であることが特徴です。

専門家のガイドのもと、参加者同士の語り合いを通じて、自分と治療、家族や生活、さらに

がんとの関係を見直すことができます。当事者の「語り」は、ご本人や周囲の人の治療や生活

に向かう前向きな構えを引き出す力をもっています。

これまでにもがん体験者、その家族、医療従事者など多様なメンバーで、多様な体験、多様

な気持ち、多様な言葉を瞬間瞬間でファシリテーターが受け止め、非常に深い交流が生み

出されてきました。

精神腫瘍医や臨床心理士らが、その手法を引き継いでいます。

（コロナ禍により中断中）

また、丸田先生が遺してくださった言葉は、書籍『患者の心を誰がみるのか』

（岡山慶子､中村清吾､森さち子編著）で読むことができます。

がんになった後、私は自分の世界に引きこもり続けていた。
でもこのままでは････と思い、思い切って参加した。自分に
ついて話し、人の話を聞くうちにそれまで自分が不自然な
生き方をしていたことに気づかされた。無理をして人に話し
を合わせ、心の中で反対していてもNOがいえなかった。
カウンセリングを重ねていくうちに、もっと自分に素直に生き
たいと思うようになった。自分を発見すると、周囲の人たち
に対する見方も変わってきました。甘える時にはそうすれば
いい。実は、周囲の人もそれを望んでいるこことが発見でき
た。それまで重いグレーだった世界が明るいオレンジ色に変
わってきたように感じる。

今まで一人で自問自答し、ぐるぐると停滞していた自分の
気持ちや考えを言葉にすることができて、一歩前に進むこと
ができました。

不安や苦しかったこと、嫌なことも含め考えたり振り返ること
で、頭の中の靄が少し明るくなってきたような感じで、とても
安心できる空間でした。

サポーターとして、自分に何ができるかを考えるきっかけと
なりました。充実した大切な時間となりました。

（参加者の言葉）
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向

2022年の、茨城県立医療大学の
入学試験問題（小論文）の素材と
して、使用されました。



病気という共通の体験をした人どうしが、声を出して(身体を使って)、同じ本を読む

楽しさを体験するとともに、朗読を通して感じたことや、自身の病気体験、思い、悩み

を共有し、傾聴される喜びも感じることができる交流の場です。

「ここには、内なるものを引き上げる力があります。一人の作家が真剣に書いた文章・

言葉には、とてつもない真実が含まれています。朗読における言葉は読み手その人の

身体から出てくる主体性の発露です。これまでの体験や気持ちが「今読んだ言葉」に

誘われて出てくることもあります。

ファシリテーターの道案内に沿って、自分の内なる世界を見つめ、自分の心の土壌を

掘り起こし、他の人の土から掘り起こされた言葉を聴くことで、さらに自分を掘り下げ、

いろいろな考えが心の中に噴出してくるのです。そのような、内なるダイナミックな体験

を共有することで、共感の扉が開かれます。そして、一人ひとりの違いがぶつかり触発

されて出てくる「この場で感じた特別のもの」が、「自分自身がここにいる｣｢ここにいて

いい」というという実感につながることを願っています。」（朗読家・青木裕子さんの言葉より）

乳がん、喘息、糖尿病という同じ病気を
持つ人のグループごとに実施。
その後、朗読ワークショップを拡げるための
看護師対象のファシリテーター養成講座を
開催。

｢お気持ちの変化に関するアンケート｣を朗読ワークショップの前後で
実施し、精神的ストレスを総合的に評価した結果、下記の6つの
気分状態全てで得点が有意に改善。
・ 2015年 日本サイコオンコロジー学会 (ポスター発表)
・ 2015年 日本癌治療学会学術集会

がん患者・支援者に向けた「Patient Advocate
Leadership」 PALプログラム(ポスター発表)

・ 2015年 図書館総合展 シンポジウム(ブース出展 )
・ 2016年 日本がん看護学会 (口演)

【エビデンスづくり】医師、看護師、サバイバーらと研究チームをつくり、
効果測定を実施。学会発表も。
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◆朗読ワークショップ

2．キャンサーリボンズの土台「こころのケア」の新しい形

◆いのちのダンス
セルフ・コンパッション（自分への慈しみを意味し、他者を思いやるように、自分自身
のことを大切に思うこと）を高めることによって、「いのちを呼びさます」ことにアプローチ
します。 「からだがひらけば、こころがひらく。呼吸とからだをつなぐ。からだからこころを
みつめる。決して無理をしないで、あなたがしたいように。ここでは、あなたが一番大切。」

（舞踏学会会長・猪崎弥生さんの言葉より）

猪崎弥生さんの動きにあわせて、
多くの人がいのちのダンスを体感
しました。
（2019年「がんの治療と暮らしフェア
@昭和大学上條記念館）

向



◆朗読ＣＤ 『あなたには、明日、生きる意味がある』

それを受けて、NPO法人キャンサーリボンズと軽井沢朗読館（館長；元NHKアナウンサー青木裕子さん）のコラボレーションに

よって生まれたのが、こちらのＣＤです。多くの患者さんとそのご家族が、生きる意味を考え、生きる希望や勇気につながるよう、

各分野で活躍中の方々の温かなメッセージが込められた短編の文章を収録しています。患者さんだけでなく､不安や悩みを抱えて

いる一般の方々にもぜひ聞いていただきたい1枚です。

朗読ＣＤに文章をお寄くださった皆さま （敬称略）

日野原 重明 医師

木下 晋 画家

ひがしの ようこ 楽団あぶあぶあ代表

藤井 信吾 医師

吉武 輝子 作家・評論家

樋野 興夫 医師

三門 健一郎 絵門ゆう子さんの夫

堀 文子 日本画家

大西 暢夫 写真家

坂田 明 サックス・クラリネット奏者

岡山 慶子 キャンサーリボンズ副理事長

（朗読： 青木 裕子 軽井沢朗読館長）

印象的なエピソードをひとつ、ご紹介します。

がんと診断され余命を告知された一人の女性が、お子さんへの読み聞かせのために朗読を教えてほしいと、

青木さんの元を訪れました。それは女性のご両親の希望でもありました。読みたい本を探して実際に青木

さんと朗読をした時間は、女性にとってもご両親にとっても、かけがえのない時間となったそうです。

2012年9月
「国立がん研究センター50周年記念イベント」にて
朗読会を開催。患者さんから募集したメッセージも朗読
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2．キャンサーリボンズの土台「こころのケア」の新しい形 向

NPO法人キャンサーリボンズ発足の前に、アメリカのイリノイ州にあるがん専門病院を訪ねました。その病院では、ひとりのがん患者

さんのために、外科医・内科医・精神科医・薬剤師・栄養士・運動指導士・カウンセラー・料理人・聖職者など15職種にものぼる

専門家がサポートしていました。それら専門家が共通して最も大切にしていたのが、「あなたには、明日、生きる意味がある」という

ことを患者さんに伝えることでした。それ以来、このようなメッセージを日本のがん患者さんにも伝えたいと思い続けていました。



3．世の中に先駆けた新規テーマへの取り組み

2008年 NPO法人キャンサーリボンズ発足と同時に、プロジェクトもスタート
がん診療連携拠点病院相談支援センタースタッフへの調査＆患者調査 ※(独)労働者健康福祉機構と連携

2009年 2008年の調査結果を受けてプレスセミナー開催

2011年 「がんと働く」リワークノート 制作・販売開始、現在まで継続

2012年 看護師向けセミナー開催（会場：北野病院）

2013年 「がんと働く」リワークノートのほかに、2種類のツールを追加
看護師対象セミナー開催（会場：大阪警察病院）
帝京大学医学部附属病院帝京がんセンター外来化学療法室において、「がんと働く」リワークノートを使った看護介入調査実施

2014年 帝京大学医学部付属病院の看護師による、第52回日本乳癌学会学術大会での演題発表
第18回日本看護管理学会学術集会内で、シンボジウム開催

2015年 第53回日本癌治療学会学術集会 Cancer Month Kyoto 2015
イベント「がん治療と暮らしフォーラム」内で、一般市民対象「がん治療と仕事の両立セミナー」開催

2016年 「がんと働く」リワークノート改訂
鳥取県立図書館との共催セミナー開催

2017年 一般社団法人日本産業カウンセラー協会東京支部との協働事業がスタート
「がん治療と仕事の両立」サポーター育成事業スタート ⇒ 2022年現在も継続中（2021年からオンライン）
大阪府、大阪府立中之島図書館との共催セミナー開催
「がん暮らしフェア」内で、一般市民対象「がん治療と仕事の両立セミナー」開催（於:厚生中央病院）

2018年 岐阜県立図書館との共催セミナー開催
「がん治療と仕事の両立」サポーター育成のセミナーに加えて、アドバンスセミナー開催⇒2022年現在も継続中
企業からの委託を受け、管理職研修を出張開催 ⇒ 2022年現在も継続中

2018年 「制度だけでは進まない、がん治療と仕事の両立～当事者、企業、社会……求められているものは何か～」 就労支援フォーラム NIPPON 2018

2019年 「がんと働く」リワークノートシリーズに、新ツール追加

2021年 サステナブル・ブランド国際会議において、セッション「人生100年時代の「働く」を考える 支える・支えられるために何が必要か」 開催
(一社)日本産業カウンセラー協会東京支部主催「社会貢献カフェ」第1回

2016年2月「事業場における治療と職業生活両
立支援のためのガイドライン」、同年12月「改正が
ん対策基本法」、2017年10月「第3期がん対策
推進基本計画」など、両立支援が加速化

2012年6月「第2期がん対策推進基本計画」分野別施策として、がん患者の就労
を含めた社会的な問題」が組み込まれる

修了者が400人超。うち、NPOへ
のメンバー登録150人。

課題解決型図書館との連携も、2011年の
図書館プロジェクト発足以降、社会に先駆けて展開
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◆治療と仕事の両立

働



3．世の中に先駆けた新規テーマへの取り組み

がん治療の副作用である脱毛に悩むがん治療中の女性が、少しでも自分らしい笑顔のある生活を送れるようサポートするためウィッグを贈る活動で、発足以来こ
れまで、社会やメディアからの注目を集めています。プロジェクトがスタートした2008年当時、まだ一般的ではなかった「ヘア・ドネーション」の日本での草分け的存在
と自負しています。
さらに当プロジェクトのもう一つの大きな目的であり特徴は、看護学生がヘア・ドネーションをすることです。将来看護職に就く学生の、半年に渡るヘア・ドネーション
活動を通じた患者さんへの理解や共感を深めることです。それによって、ウィッグをお贈りできる目の前の患者さんだけでなく、将来のより多くの患者さんの療養環境
の改善につながると考えています。

◎さまざまな立場の人の協働 ◎看護学生と、ウィッグを受け取った女性との交流も
大切にしています。（対面orメッセージの交換）

＜看護学校での説明会の様子。
多くの場合、授業の中で開催＞

＜病院にご協力いただき、患者さん
にウィッグ贈呈(～2019年)＞
看護学生もいっしょに記念写真

・説明会参加の学生数：8306人
・ヘア・ドネーションした看護学生数：886人
・ウィッグを贈呈した女性の人数：383人（2021年12月現在）
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◆ 「キレイの力」プロジェクト（ヘア・ドネーションによるウィッグ制作・贈呈）

美



3．世の中に先駆けた新規テーマへの取り組み

◆「図書館連携」プロジェクト

2011年にプロジェクトが発足。｢課題解決型図書館｣を目指す公共図書館と連携した、がん医療情報の発信活動。当時、医療と図書館の連携は社会的にも
新しい取り組みであり、さまざまなテーマ、方法を試みてきました。

図書館連携プロジェクトの歩み－主な活動－

●公共図書館で、企業と協働し、がん医療情報発信（2011年～2018年）
＊ ＜がんと暮らす情報コーナー＞を14の図書館に設置
＊図書館でのイベント支援として、キャンリボンズで制作した「がん医療情報についてのパネル」を貸し出し

●医療者と図書館関係者が会したワークショップ（2013年）

●『図書館総合展』（パシフシコ横浜で毎年開催され、約4万人の図書館関係者が集う）に、参加
（2012年、2015年、2016年、2017年、2019年、2022年(予定)）

＊シンポジウムやパネルディスカッションなど、セッションの開催
◎市民の健康を守る図書館の役割―「２人に１人はがん」時代をむかえて
◎「朗読ワークショップ」による患者サポートグループの取り組み
◎『がんによる離職は、図書館がくい止める！

－行政・企業・NPOと連携した、新しい両立支援の試みー
◎医療・健康情報の架け橋となるために、 図書館ができること～がんを事例に考える

＊このほか、ブース出展やポスター展示で参加

＊図書館総合展以外にも、全国図書館大会やビジネス支援図書館推進協議会、地域の

図書館などでセッションや講演を実施

●地域の図書館との協働による「がん治療と仕事の両立」をテーマとしたセミナー開催
（2016鳥取、2017大阪(大阪市も共催)、2018岐阜）

●医療情報の分類と、『がん医療情報の「選び方・利用の手引き」』の作成
（2019～2020年、薬剤師、看護師によるワーキンググループ）

●特別講演【図書館とともに創る地域の未来】持続可能な社会を担う図書館の役割（2021年）
（文部科学省 国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター2021年度図書館司書専門講座）

鳥取図書館との共催。地元の商工会議所や
商工会連合会、中小企業団体中央会、中小
企業診断士協会、中小企業家同友会、産業
振興機構、日本政策金融公庫などからも後援
および告知協力を得た。

がんと暮らす
情報コーナー

図書館総合展
でのセッション

地域の図書館での「がん治療と
仕事の両立」をテーマとしたセミナー

知



3．世の中に先駆けた新規テーマへの取り組み

◆「アートとケア・いのちの対話」プロジェクト

医療が､病気を治すだけでなく､病気とともに生きていくことをも支える場となり、

全人的ケアが求められている今だからこそ、いのちへの態度、ケアへの構えを

自分の内面に深く落としこむことが、

患者さんをサポートする者に求められているのではないでしょうか。

いのちへの感性の窓を開いてくれる鍵のひとつがアートだと、

私たちは考えています。

アートは、「いのちが呼びさまされた状態」と深くつながっているからです。

言い換えれば、アートは、ケアの本質に触れようとする、新しいアプローチです。

当プロジェクトを通じて、一人ひとりの「いのちが呼びさまされること」を大切にし、

支えあう医療の場づくり、社会づくりに貢献できれば幸いです。

●医学書院『看護管理』に連載／アートとケア－アール・ブリュット

から受け取るもの】（ 2020年１～12月）

●東京都看護協会会館にアート展示（2019～2020年）

アール・ブリュット:美術教育を受けていない人の生の芸術。心身に障害をもつ
作家も少なくない。あるがままの作家の内なる世界とのやりとりを迫る作品は、
私たちに何をもたらすだろうか。

●【対話的講演会】の開催（2022年６月）

『いのちの対話－天に向かって、地に向かって、脱皮する生』 

2020年以降､今もなお世界を覆いつくしている新型コロナウイルスの感染拡大は、死と生､主観
と客観、秩序と混沌、個人と社会･･･さまざまな価値観の衝突を露わにし、私たちに、いのちをどう
考え、守るのかを突き付けました。 
一方で 21世紀の科学や医学は､人間がゲノムを取り扱い､病気の治療や延命､倫理的な課題

をはらみながらも誕生にさえ関わることを現実のものとしつつあります。 
いのちを巡る時代の転換点ともいえるこのときに、昭和大学臨床ゲノム研究所はスタートいたしま

す。そして、アートとケアの「対話」を通して「いのち」とは何かに近づき、その場を皆さまと共有したいと
の思いで、このたびの対話的講演会を企画いたしました。なぜ、「アート」なのか？アートは「いのちを
呼びさますものであり、いのちの発露でもある」からです。 
皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げます。 

昭和大学臨床ゲノム研究所所長(2022年 4月より)  中村清吾 

NPO法人キャンサーリボンズ副理事長・  
｢アートとケア・いのちの対話｣プロジェクトリーダー       岡山慶子 

【対話者】 

中村桂子さん （生命誌研究者、JT生命誌研究館名誉館長） 
   －私とはなにか。私はどこから来てどこへ行くのか－ 

1990年代より、生命誌(博物誌と進化論、DNA、ゲノムという考え方、クローン技術など、 
人類の｢生命への関心｣を歴史的に整理し、生きものすべての歴史物語を読み取る学問) 
を提唱。三菱化成生命科学研究所人間･自然研究部長､早稲田大学人間科学部教授、 
大阪大学連携大学院教授などを歴任した後、JT生命誌研究館副館長、同館長を経て、 
現在に至る。 

木下 晋さん （鉛筆画家） 
老人やホームレス、最後の瞽女小林ハル氏、元ハンセン病患者、難病の妻らを写実描写し、
｢いのちを刻む」画家と評される。木下さんの、「いつの時代でも、アートはいのちそのものを見つ
める牽引者であり、アートに携わる者には高い志が必要である」という言葉は、アートと医学が 
がボーダーレスであった時代の、ダ・ヴィンチやミケランジェロに通じている。 

己



4.（当事者・市民向けイベント）がんの治療と暮らしフェア

NPO法人キャンサーリボンズのコンセプト「がん治療と生活をつなぐ」を総合的に表す、患者さんやご家族、医療者、市民に向けたイベント。
病院や学会と協働したリアルイベントや、コロナ後はオンラインイベントを実施してきました。
いずれも、がん治療中のセルアケアや生活に役立つ製品やサービスを提供する企業、製薬企業などに、ご参画いただいています。特に生活役立つ製品やサービスに
ついては「何を使えばよいのか」に迷う患者さんに対して、具体的な選択肢をお示していることが特徴です。

2012年：国立がん研究センター50周年記念イベントへの協力（東京）

2013年：国立がん研究センター中央病院「がん患者さんの暮らしが広がるアイデア展」共催（東京）

2014年：国立がん研究センター中央病院「がん患者さんの暮らしが広がるアイデア展」共催（東京）

2015年：第23回日本乳癌学会学術集会（東京）

第53回日本癌治療学会学術集会 Cancer Month   Kyoto 2015（女性誌『クロワッサン』共催）（京都）

2016年：藤田保健衛生大学病院（愛知）

2017年：全国土木健康保険組合厚生中央病院（東京）

2018年：公益財団法人がん研究会有明病院（東京）

2019年：昭和大学創立90周年記念上條記念館グランドオープン記念（東京）

2021年：オンラインイベント

このほか、キャンサーリボンズがネットワークしている「リボンズハウス」（病院や患者会が設置）が主体となって、患者さんや市民向けイベントを開催しています。

これまでの参加企業例： ※がん治療薬の製薬企業以外
味の素(株)、イーエヌ大塚製薬(株)、(株)エンサイクロ、(株)大塚製薬工場､花王(株)､キッコーマンこころダイニング（株）、グンゼ(株)、 (株)KEA工房、
サンスター(株)、(株)スヴェンソン、東レ・メディカル(株)、ニチバン(株)、ネスレ日本(株)ネスレ ヘルスサイエンス カンパニー、P＆Gパンテーン、(株)ベル､
(株)マエダモールド､株式会社明治、ロート製薬(株)､(株)ワコール lululemon athletica JP など

Copyright © 2022 Cancer Ribbons All Rights Reserved.
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スター混声合唱団 がん支えあいコンサート
山田 邦子さんほか

コンサートでは必ず、山田邦子さん作詞作曲の
がん支えあいシンボルソング『あなたが大切だから』を、
参加者と共に合唱 体験コーナー

がん暮らしフェア／6月21日は、がん支えあいの日

4-1.（当事者・市民向けイベント）がんの治療と暮らしフェア・リアルイベント（～2019）

委員が所属する病院での、
１day リボンズハウス

セミナー いのちのダンス
（こころとからだを動かす）

超！簡単クッキング メイク＆
ファッションショー

昭和大学創立90周年記念上條記念館グランドオープン記念
がんの“治療と暮らし”フェア～みんなで知ろう！体験しよう！楽しもう～（2019年９月）

食の相談コーナー
患者さん・家族・医療者のためのが
ん暮らしフェア 治療と生活をつな
いで、少しでも快適な毎日を
第23回日本乳癌学会学術総会
内（2015年7月）

Copyright © 2022 Cancer Ribbons All Rights Reserved.
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2021年は、「がんになった時のこころについて」「納得して治療を選択するには」「からだを整えよう」「生活の知恵や工夫がいっぱい」
「仕事やお金を考える」の5つのテーマで全20セッションを４日間に渡って開催（共催：がん療養生活情報室）

全セッション
250～350名が視聴

4-2.（当事者・市民向けイベント）がんの治療と暮らしフェア・オンラインイベント

Copyright © 2022 Cancer Ribbons All Rights Reserved.
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❶9/4「がんと診断されたすべての人に伝えたい、こころのこと」
共 催：武田薬品工業株式会社
清水 研（がん研有明病院腫瘍精神科部長、NPO法人キャンサーリボンズ委員）
池内利行（武田薬品工業株式会社日本オンコロジー事業部、ペイシェントアドボカシー＆コミュニケーション）
岡山慶子（NPO法人キャンサーリボンズ副理事長こころプロジェクトリーダー）

❷9/11「コロナ禍の中で、がんと向き合う人に」
藤澤大介（慶應義塾大学医学部准教授（医療安全管理部／精神・神経科／緩和ケアセンター）、

NPO法人キャンサーリボンズ委員）
畑亜紀子（公認心理師、京都医療センターリボンズハウス京都医療センター緩和ケアチーム所属アロマセラピスト）
岡山慶子（NPO法人キャンサーリボンズ副理事長、こころプロジェクトリーダー）

➌9/18「いつでもあなたの傍らにいるということ～響き合うこころ～」
森 さち子（慶應義塾大学総合政策学部教授（臨床心理学／精神分析学））
与儀淑恵（NPO乳がん患者の会ぴんく・ぱんさぁリボンズハウス、がんサバイバー、ピンクリボンアドバイザー）
岡山慶子（NPO法人キャンサーリボンズ副理事長こころプロジェクトリーダー）

➍9/25「患者さんのご家族に伝えたい、ご自身のこころをケアすること」
大西秀樹（埼玉医科大学国際医療センター精神腫瘍科教授）
山本真士（聖マリアンナ医科大学常任理事）
岡山慶子（NPO法人キャンサーリボンズ副理事長こころプロジェクトリーダー）

キャンサーリボンズの特徴のひとつは、「こころ」を土台にしているところです。「こころ」の健やかさが、治療継続やQOLを支えると
考えるからです。４日間に渡る今回のフェアでは、毎日、最初のセッションを「こころ」をテーマに行いました。

4-2.（当事者・市民向けイベント）がんの治療と暮らしフェア・オンラインイベント
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セルフケアや暮らしに役立つ商品や情報、サービスを、具体的にご紹介しました。患者さん、ご家族の「じゃあ、何を使えばいいの？」に対して
選択肢を示し、ご自身の状況や好みにあわせて選んでいただき、セルアケアや工夫を継続していただくことが大事です。

◆オンラインイベントの中や、特設サイト『暮らしお役立ちルーム』でのご紹介

パートナー企業のツールや製品
を詳しく掲載。一部、インビュー
動画も。セッションの合間に
紹介も行いました。

◆７つのリボンズハウスでの、展示や試供品の提供

例)

病院内の化学療法相談室にて
商品のご説明・試供品のお渡しすることも。

Copyright © 2022 Cancer Ribbons All Rights Reserved.
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5．コンテンツ（ツール）開発

◆書籍(出版)

発刊の際には、クック
パッドに会場を借り、
試食つきの記者発表
会を実施。その模様は、
NHK「おはよう日本」で
取り上げられました。

このテーマで、「がんの治療と暮らしフェア」での鼎談の実施や、
7～8名の当事者とのグループカウンセリングなどを行っている。

Copyright © 2022 Cancer Ribbons All Rights Reserved.

「がん治療と生活をつなぐ」ための、場面ごとのケアの方法や
工夫をまとめた、ひとつの集大成ともいえる書籍。同様のテーマ
で、「がん治療と生活サポーター」育成も行い、主に看護師の
スキルアップに貢献した。

向

食

全テーマ

2022年の、茨城県立医療大学の
入学試験問題（小論文）の素材と
して、使用されました。



◆DVD（製薬企業と協働で制作し病院等に配布）

リリースしたテーマ
・美容のノウハウ（メイクの仕方など）
・皮膚症状対策（日常のスキンケア）
・口腔ケア
・病気のことを子どもに伝える

Chapter2治療中のスキンケアのポイント
『治療中、皮膚にどのような変化が起こるのか』
『スキンケアとは何か』『なぜ治療開始時から
スキンケアが必要なのか』というスキンケアの必要性と、
具体的なスキンケアのポイントを解説。
アニメーションも使って、患者さんの理解を促す

Chapter3 実践！簡単スキンケア
『洗う、保湿する、保護する(UVケア)』のシンプル
ステップを順を追って説明。市販のスキンケア商品
の選び方のポイントも紹介、日常生活にとりいれ
やすい内容に。

＜例>

Chapter1治療に伴う皮膚症状とは
『出やすい症状』『出やすい部位』『初期症状』

Chapter5 皮膚症状が出たら症状が出はじめた
ら具体的にどうすればいいのか、
患者さんの疑問に答える。

Chapter4 治療に伴う爪の症状とスキンケア。
爪に出やすい症状と対策をまとめて紹介。

・感染予防
・吐き気予防とケア
・体験者から伝えたいこと
・家族にできること、知っておきたいこと

5．コンテンツ（ツール）開発

◆冊子『「がんと働く」リワークノート』シリーズ

産業医、がん治療医（呼吸器、消化器、乳、婦人科、皮膚）、看護師、

薬剤師、MSWなどがワーキングチームを作り、編集した。

がんサバイバーへのヒアリングも実施。

がん対策推進基本計画に「がん治療と仕事の両立」が盛り込まれる
前から当テーマに着手。ツール制作と並行して、当初は治療の場での
支援者である看護師へのセミナーを実施。
現在は、企業の人事労務担当者など職場の支援者を対象とした
「がん治療と仕事の両立」サポーター養成講座を実施しています。
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皮膚科医師、看護師、
薬剤師が登場

精神腫瘍医、乳腺外
科医、看護師が登場

＜例>

緩 美 向 働



◆冊子 『Ａ compass for life with cancer
自分らしい人生と治療のために』

（製薬企業の資材として制作し病院等に配布）

がんサバイバー、精神腫瘍医、看護師、薬剤師などがワーキングチーム

を作り、編集した。

「がんと診断された患者さんが、納得して、自分らしさを大切にしながら

治療や生活に取り組めるよう、自分自身の人生を再構築する力、

困難から立ち直る力(レジリエンス)を引き出すことをサポートする」ことを

コンセプトにした、ノート形式の冊子。

※コンセプトが新しいため、「使ってみよう」と思っていただくために、

医療者向けのドラマ形式の動画を制作し、ポイントをお伝えしています。

◆シート『がん医療情報の「選び方・利用の手引き」』

5．コンテンツ（ツール）開発

Copyright © 2022 Cancer Ribbons All Rights Reserved.

薬剤師、看護師などがワーキングチームを作り、編集した。

図書館司書にも協力を依頼。

向 知



6．がんサバイバー・家族や市民と医療者をつなぎ、医療者のエンパワーメントにつながる啓発活動

1993年に、故・日野原重明先生ほかの委員の皆さまと共にスタートして「サンクスナース」プロジェクト。委員の高齢化などによる活動休止期間を経てキャンサーリボン
ズが2018年に受け継ぎました。2020年のコロナ禍を受け、看護師さんへの感謝を届ける活動を再開しました。

Copyright © 2022 Cancer Ribbons All Rights Reserved.

東京工科大学の学生による
デザインコンテストの最優秀
作品を新シンボルマークに

＜全国かに寄せられた100通
以上の感謝のメッセージ集＞

＜朗読家の青木裕子
さんによる朗読を
you tubeで発信＞

◆「サンクスナース」プロジェクト



新聞広告や患者団体へのチラシの配布を通じて、がんサバイバーやご家族から、お手紙－家庭生活や仕事など暮らしのなかで、がんの治療を続けるうえで
医師や医療スタッフが支えになったこと、その言葉や支援に勇気づけられたエピソード。今あらためて伝えたい、ありがとうの気持ち－を募集しました。
患者さんと医療者のよりよい関係性づくりを目指しています。

お寄せいただいた手紙をもとに鼎談を行い、その内容を新聞に掲載。また、すべてのお手紙は、NPOのホームページでご紹介しているほか、
個別にお礼を伝えたいという要望にお応えし、該当する医療者にお手紙を届けることもいいたしました。（2018年）
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6．がんサバイバー・家族や市民と医療者をつなぎ、医療者のエンパワーメントにつながる啓発活動

◆医療者への感謝の手紙



7．調査研究

●「がん治療と仕事の両立」の実態調査 ･･･ がん診療連携拠点病院相談支援センタースタッフへの調査＆患者調査
※(独)労働者健康福祉機構（現在の労働者健康安全機構）と連携

●がん治療中の痛みとQOLについての調査･･･ インターネット調査会社のパネルを活用。
調査には、医師、看護師が参加し、学会発表や論文投稿も。

●がん医療情報の収集についての意識調査 ･･･ キャンサーリボンズのイベント参加者

●乳がん患者さんの食に関する調査 ･･･ リボンズハウスを通じた、患者さんへの調査

●がん治療中の食事・栄養に関する意識調査（製品の試用あり）
･･･ キャンサーリボンズに登録している方や、連携しているwebサイト「がん療養生活情報室」が

連携している患者団体に所属している方へのアンケート

●がん治療中のセルフケアや暮らしに役立つ製品についての、患者さん意見交換会
･･･ キャンサーリボンズのサバイバーボードメンバーを中心に

●患者さんの家族への、患者さんとのコミュニケーションについてのデプスインタビュー
･･･ キャンサーリホンズのメンバーや、周囲の人で、家族の立場経験者へのインタビュー

（これをもとにツールを企画制作）

●ひとり暮らしの患者さんの悩み・困りごと調査（進行中） ※一般財団法人一柳ウェルビーイングライフとの協働
･･･ キャンサーリボンズのピアサポート経験者、医療者へのヒアリングからスタート

キャンサーリボンズでは、これまで、さまざまなテーマの定性調査、定量調査を実施してまいりました。その一部を紹介します。
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